
ジョブローテーション、乗務員勤務制度改悪、ダイ改合理化、ローカル線切り捨て反対！　定年延長と 65歳まで働ける職場を！

〔発　行〕動労千葉を支援する会
　　千葉市中央区要町２－８ＤＣ会館
　　http://dourousien28.kane-tsugu.com/renrakuban/
　　info@doro-shien.site

闘いなくして安全なし 2024.10.09

Ｎｏ．４６５

　

社
友
会
が
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
友
会
連
携
協
議
会
」

（
案
）
設
立
に
向
け
た
準
備
委
員
会
を
今
年
２
月
７

日
に
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。
各
支
社
等
ご
と
の
22
機

関
の
「
連
携
強
化
」「
課
題
認
識
の
共
有
化
」
な
ど

が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
40
年
に
一
度
」
の
攻
撃
と
一
体

　

深
澤
前
社
長
が
「
社
友
会
は
苦
労
し
て
い
る
」
と

語
る
よ
う
に
、
社
友
会
に
よ
る
職
場
支
配
は
決
し
て

上
手
く
進
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。

を
軸
と
し
た
労
働
法
制
に
関
す
る
提
言
」
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
提
言
以
降
、
厚
労
省
が
「
労
働
基

準
関
連
法
制
研
究
会
」
を
た
ち
あ
げ
、
年
内
に
も
報

告
書
が
発
表
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
主
導
し
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｒ
東
で
す
。

　

経
団
連
の
審
議
員
会
議
長
と
労
働
法
規
委
員
会
の

委
員
長
に
就
い
て
い
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
の
冨
田
前
会

長
。
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
労
働
法
制
改
悪
の
モ

デ
ル
は
Ｊ
Ｒ
東
の
社
友
会
で
す
。

　

経
団
連
提
言
と
一
体
で
社
友
会
の
組
織
体
制
整
備

に
乗
り
出
し
た
の
も
、「
Ｊ
Ｒ
東
が
主
導
し
て
労
働

法
制
改
悪
を
行
う
」
と
い
う
攻
撃
で
す
。
社
友
会
化

と
の
闘
い
は
、
労
働
者
全
体
の
権
利
が
か
か
っ
た
重

要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　「
社
友
会
」で
な
く
闘
う
労
働
組
合
を

　

会
社
は
職
名
廃
止
、
業
務
融
合
化
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン

な
ど
の
攻
撃
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
労
働

組
合
へ
の
攻
撃
と
社
友
会
組
織
化
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
労
働
者
の
団
結
と
労
働
組
合
に
、
会
社
の
攻
撃

を
打
ち
破
る
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

鉄
道
の
安
全
の
た
め
に
も
、
共
に
働
く
仲
間
の
た

め
に
も
社
友
会
に
入
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

す
で
に「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」

な
ど
会
社
の
鉄
道
業
務
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
施
策

の
矛
盾
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
職
場

に
闘
う
労
働
組
合
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、

こ
こ
で
本
格

的
な
組
織
体

制
整
備
に
乗

り
出
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
は
、

「
40
年
に
一

度
」
と
言
わ

れ
る
労
働
法

制
の
改
悪
と

一
体
で
す
。

　

準
備
会
発

足
の
直
前
、

１
月
16
日
に

経
団
連
が

「
労
使
自
治

職場に闘う労働組合を
社友会「連携協議会」の設立狙う
◆経団連 1/16 「提言」 のポイント

◯ 「労使協創協議制」 （モデルは社友会） を作り、 労

働者全体に適用できる 「契約」 を結ぶ権限を与える

◯労働時間規制を 「労使協議」 で取り払える

　→ 「社友会」 が同意すれば良いことに

◯ 「最低の基準」 を定めた労働基準法を 「労使合意

で柔軟化」 ＝事実上の労基法解体

◯労基法の性格も 「生産性の改善・向上に資するもの」

へと根本から転換


